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佐 賀 県 聴 覚 障 害 者 

サ ポ ー ト セ ン タ ー だ よ り  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお知らせ！ 
みみの記念日 ３月３日耳の日 ６月６日補聴器の日 ９月９日人工内耳の日 

佐賀から「手話言語」の維新を起こそう 
(一財)全日本ろうあ連盟常務理事事務局長 久松三二氏 条例制定で来県あいさつ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀県聴覚障害者サポートセンター 
〒840-0826佐賀市白山二丁目 1-12（佐賀商工ビル４階） 
ＴＥＬ：０９５２－４０－７７００  ＦＡＸ：０９５２－４０－７７０５ 

メールアドレス：ｉｎｆｏ＠ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ 
ホームページアドレス：ｈｔｔｐ：//ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ/ 

 

＜開館時間＞ 

9：30 ～ 18：00 

＜閉館日＞ 

毎週月曜日、祝日 

風疹に注意 

編集後記：なんでもおいしい季節です つ 

シリーズ（11） 

山口相談医のひと言コメント 
  加齢による難聴について 

加 齢による難聴は、感音性難聴の一つになります。誰であっ

ても年齢とともに聞こえにくくなる可能性がありますが、その

程度には大きな個人差があります。聴力は 20歳代を頂点に

徐々に高い音を主体に低下してくることが報告されています。

原因としては内耳の障害が起きていることが推測されていま

す。内耳の有毛細胞は一般的にも知られている構造だと思いま

すが、その障害や、その他の内耳の細かな構造（血管条、ラセ

ン神経節、基底板など）に生じる問題です。 

耳は音認識の入り口です。そこから中枢＝脳に至って、複

雑な処理を受けます。その処理がうまくいかなくなることも大

きな原因とされています。音が入ってこなくなると、それに関

しての脳の回路が働く機会が減って、全体として聞こえの状態

が悪化するのです。構造的な障害を受けている内耳と違って、

中枢はある程度まで可逆性があると考えられます。 

聴器などを使って、音認識の入り口を改善する場合、最初

のうちは中枢の衰えで、聞き取りの改善が得にくいことがあり

ます。ですが、可逆性があるうちなら、補聴器を使い続けるこ

とで、脳の回路が再稼働してゆき、聞こえの改善が期待できま

す。全ての人に当てはまるとはいかないかもしれませんが、積

極的な脳のトレーニングに期待が持たれる所以です。 

内

「 

補

「 

全国で 770人（9/23日）が感染、2013年以

降最多の患者数。首都圏を中心に拡大して

いるが、九州では福岡が多い。妊娠中の女

性がかかると赤ちゃんに難聴や心臓疾患の 

要約筆記者養成講座修了式 
（9 月 29 日 武雄会場） 

要約筆記者養成講座が

修了しました。4月か

ら始まり、全員の方が

修了されました。さら

に統一試験合格を目指

して頑張りましょう。 

勧興小３年生 44名 学習体験 

勧興小学校 3 年

生が、聞こえの

学習と手話体験

を行いました。 

（9 月 12 日） 

難聴者の日曜教室 
過去の佐賀の災害を、情

報保障を利用しながら学

んだ。(9月 8日) 日曜教室 
10月 21日 ドローンとは何か 

おこる恐れがある。予防接種

が呼びかけられている。 

手話通訳者養成講座Ⅰ・Ⅱ 

合同修了式（9 月 30 日） 

 １つでも多く、1 歩でも前進したいとの思

いを持たれ半年間学習を続けられました。

各々が、また次のステップに向かい頑張っ

ていかれます。 


